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Ⅰ 研究主題と副題

主体的に行動し、やりぬく力を身に付けた児童の育成

～小学校におけるキャリア教育の推進を通して～

Ⅱ 主題設定の理由

現在、知識基盤社会の到来やグローバル化が進む中、産業構造や就業構造の変化が起こり、若

い世代においてのニートや早期離職などの社会問題が指摘されている。また、情報などの技術革

新に起因する社会の激しい変化によって、児童をとりまく生活環境も大きく変化している。この

ような中、国や県は、将来直面するであろう社会の変化に対応できる能力を育成することによっ

て、これからの社会を担う児童が自立した社会人・職業人としてたくましく生きぬくことを目指

している。そのために、学校教育に強く求められているのが、キャリア教育である。キャリア教

育は、これからを生きていく児童が主体的に学びたい、働き続けたいという思いを実現させてい

くための教育的働きかけである。

本県においても、｢第二次宮崎県教育振興基本計画｣の施策にキャリア教育の推進が示されてい

る。国や県のキャリア教育の推進に関する施策に基づき、小学校段階では、将来の進路選択にか

かわる基盤形成の時期として、社会人・職業人として自立していくために必要な能力や態度を育

てることが求められている。

本校は、平成２５年度の小中一貫教育校開校に向けて、平成２３年度からキャリア教育の視点

を生かして教育活動を見直し、中学校教育への円滑な移行を目指した教育課程の編成と実施に努

めてきた。

児童の多くは、学校全体で取り組むボランティア活動に積極的に参加したり、学校生活にも意

欲的に取り組んだりしている。しかし、活動への興味・関心があるにもかかわらず、自分がやる

べきことに最後まで取り組むことができない児童もいる。また、学校内外での生活や学習におい

て、不得意なことや苦手なことに進んで取り組むことを避けてしまう児童もいる。このような児

童の実態を考慮し、主体的に行動するとともに、何事にも最後までやりぬく力を身に付けるため

には、キャリア教育が必要であると考える。

本研究では、キャリア教育を取り入れた教育活動を意図的に関連させることによって、キャリ

ア教育に関する指導計画を作成し、それを基に実践研究を進める。そして、これからを生きてい

く児童に身に付けさせたい力を伸ばすための手立てを工夫・改善していくことによって、主体的

に行動し、やりぬく力を伸ばしていくことができると考える。また、本研究を進めることは、本

校の教育目標である｢思いやりの心をもち、たくましく生きる児童の育成｣の具現化を図る上でも

意義深いと考え、本主題を設定した。

Ⅲ 研究目標

小学校におけるキャリア教育の推進を通して、主体的に行動し、やりぬく力を身に付けた児童

の育成を目指す。

Ⅳ 研究仮説

意図的に関連付けたキャリア教育に関する指導計画を立て、これからを生きていく児童に身に

付けさせたい力を伸ばすための手立てを工夫・改善していけば、主体的に行動し、やりぬく力を

身に付けた児童を育成することができるであろう。
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Ⅴ 研究構想

Ⅵ 研究の実際

１ 研究の基本的な考え方

(1) 主題

主体的に行動し、やりぬく力を身に付けた児童の育成 について

｢主体的に行動し｣とは、学校生活や学習に進んで取り組もうとする態度である。

｢やりぬく力｣とは、困難や苦労を乗り越え、最後まで行動できる力である。

このような力や態度を身に付けた児童の育成を目指すと捉える。

(2) キャリア教育

本研究におけるキャリア教育 について

本研究において、キャリア教育とは、児童に、これまでの自分に気付かせ、今の自分を考

えさせ、これからの自分にいかすことを見つけさせることによって、｢生き方に役立つ力｣や

態度を伸ばし、自己の生き方の実現を促す教育と捉えた。キャリア教育において、｢生き方｣

に着目した実践を｢生き方教育｣と捉える。

現代の社会問題

社会の要請

関係の施策

第二次宮崎県教育振興基本計画

保護者の願い

地域の願い

教師の願い

【本校の教育目標】

思いやりの心をもち、

たくましく生きる児童の育成

〈研究主題〉
主体的に行動し、やりぬく力を身に付けた児童の育成
～小学校におけるキャリア教育の推進を通して～学

校
と
家
庭
・
地
域
社
会
等
と
の
「
横
」
の
連
携

幼
小
中
の
「
縦
」
の
接
続〈研究目標〉

小学校におけるキャリア教育の推進を通して、主体的に行動し、やりぬく力を
身に付けた児童の育成を目指す。

〈研究仮説〉
意図的に関連付けたキャリア教育に関する指導計画を立て、これからを

生きていく児童に身に付けさせたい力を伸ばすための手立てを工夫・改善
していけば、主体的に行動し、やりぬく力を身に付けた児童を育成するこ
とができるであろう。

〈研究内容〉
１ 研究の基本的な考え方 ４ ｢生き方教育｣の実践
○ ｢生き方教育｣についての理論 (1) 「働くこと」の意義に気付かせる手立て

○ 実践Ⅰ 社会科の指導を中心として
２ 意図的に関連付けたキャリア教育に関 (2) 生き方を考えさせる手立て
する指導計画 ○ 実践Ⅱ 総合的な学習の時間の指導を

中心として
３ ｢生き方に役立つ力｣を伸ばす手立ての (3) 実践化を図るための手立て
工夫・改善 ○ 実践Ⅲ 学級活動「働くこと」の指導

〈研究で目指す児童の姿〉
○ 相手の考えや気持ちを受け止めようとして聞くことができる児童
○ 苦手なことにも進んで取り組むことができる児童
○ 進んで資料や情報を集めたり、質問したりできる児童
○ 自分に必要なものを選択できる児童
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(3) 副題

小学校におけるキャリア教育の推進を通して について

小学校におけるキャリア教育の推進を通してとは、｢生き方教育｣を実践していくことと捉

える。

(4) ｢生き方に役立つ力｣について
本研究において｢生き方に役立つ力｣とは、これからを

生きていく児童に身に付けさせたい力と捉える。そこで、

｢生き方に役立つ力｣をキャリア教育で育成すべき４つの

力を基にして、｢人や社会にかかわる力｣｢自分をみつめる

力｣｢課題を解決する力｣｢将来を見通す力｣の４つを設定し

た。(図１)

｢生き方教育｣の視点とも捉えるこの４つの力を伸ばす

ことによって、研究主題である主体的に行動し、やりぬ

く力の育成に迫ることとする。

(5) ｢生き方教育｣の進め方について
｢生き方教育｣において、児童が、これまでの自分の生き方に気付き、今の自分の生き方を

考えることによって、これからの自分の生き方にいかすことができるようになる仕組みで進

める。この仕組みにそって、｢生き方に役立つ力｣を伸ばすために、｢生き方｣に関連させた教

育活動を展開していく。この仕組みについて、以下の(図２)に具体例とともに示す。

(6) 研究で目指す児童の姿との関連について
｢生き方に役立つ力｣の実態を把握するために、５月にキャリア教育アンケートを実施した。

その結果や生き方に役立つ４つの力を基に、｢生き方教育｣で目指す児童の姿として、以下

の４つを設定した。本研究で生き方に役立つ４つの力を伸ばすことによって、目指す児童の

姿の具現化を図り、研究主題である主体的に行動し、やりぬく力を身に付けた児童の育成に

迫ることとする。

○ 人や社会にかかわる力…相手の考えや気持ちを受け止めながら聞くことができる児童

○ 自分をみつめる力………………苦手なことにも進んで取り組むことができる児童

○ 課題を解決する力…………進んで資料や情報を集めたり、質問したりできる児童

○ 将来を見通す力…………………………………自分に必要なものを選択できる児童

(7) ｢生き方教育｣の評価について
｢生き方教育｣の評価は、(ｐ15-4 表１)に示すような評価の項目を設定して行う。そのため

に、｢生き方教育｣を取り入れた教育活動において、｢生き方教育｣の視点に基づいて、評価の

主体的に行動し、やりぬく力

｢生き方に役立つ力｣
(図１：｢生き方に役立つ力｣のイメージ図)

人
や
社
会
に

か
か
わ
る
力

自
分
を

み
つ
め
る
力

課
題
を

解
決
す
る
力

将
来
を

見
通
す
力

  

例
｢働くこと｣
について

軸

過去 現在 未来
これまで 今の これから
の自分に 自分を の自分に
気付く 考える いかす

田植え体験を想起し、 農家のインタビュー 日々の水田の管理で
｢働くこと｣の大変さに 視聴で｢働くこと｣の大 主体的な活動にいかす
気付く 切さを考える

(図２：｢生き方教育｣の進め方)

｢生き方に役立つ力｣を伸ばす
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項目を設定する。(表１)は、第５学年における具体的な教科・領域等の評価の項目の例示で

ある。

｢生き方教育｣の視点 評価の項目(教科・領域等)

人や社会にかかわる力を育てること 友達の発表を聞いて、考えることができる(総合的な学習の時間)

自分をみつめる力を育てること 自分を振り返り、生き方にいかすことができる(総合的な学習の時間)

課題を解決する力を育てること 自分の役割の課題を見つけ、解決することができる(学級活動)

将来を見通す力を育てること 日本の生活や米づくりの未来について考えることができる(社会科)

(表１：第５学年における評価の項目の例示)

２ 意図的に関連付けたキャリア教育に関する指導計画

意図的に関連付けるとは、｢生き方｣に着目することによって、関連する教育活動をつなぐこ

とである。関連する教育活動をつなぐことによって、それぞれの教育活動の質を高めることが

できると考える。

本研究における意図的に関連付けたキャリア教育に関する指導計画とは、｢生き方教育｣を実

践していくための指導計画のことである。そこで、｢生き方教育｣を実践するために、生き方に

着目した指導計画として各学年の｢生き方プラン｣を立てた。以下の(資料１)は、第５学年の｢生

き方プラン｣の例である。｢生き方プラン｣を基にして、｢働くこと｣に焦点化(網掛け)した教育

活動から｢生き方｣を考えさせる｢生き方教育｣を実践していく。

特に、小学校では学級担任のかかわりが大きいため、｢生き方プラン｣を基にして発達の段階

を考慮し、学年の実態に応じた教育活動を焦点化し、｢生き方教育｣を実践していくことが効果

的であると考える。

小学校における生き方プラン(第５学年)

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３(月)

課題を解

決する力

生

き 将来を見

方 通す力

に

役

立 人や社会

つ にかかわ

力 る力

自分をみ

つめる力

(資料１：第５学年「生き方プラン」)

３ ｢生き方に役立つ力｣を伸ばす手立ての工夫・改善

｢働くこと｣に焦点化した教育活動から｢生き方｣を考えさせる手立てを見出す。手立ての見出

し方は、｢働くこと｣と｢生き方｣に関連した｢生き方教育｣の２つの視点を「生き方プラン」のな

かの教育活動(資料１の網掛け)に当て、具体的な手立てを設定する。

【｢生き方教育｣の視点】

○ 自分をみつめる

力を育てること

○ 将来を見通す力

を育てること

【｢働くこと｣から｢生き方｣を考えさせる手立て】
○ 「働くこと」の意義に気付かせる
○ 生き方(困難を乗り越える大切さ)に
気付かせる

○ 「生き方｣を考えさせる
○ 実践化を図る

○ 社会科：農業
○ 総合的な学習
の時間：漁師の
生き方から学ぶ

○ 学級活動：｢働
くこと」の実践

総合：米作りの
課題を作ろう

家庭：家庭の
仕事を探そう

学活：集会
を計画しよう

学活：学期
を振り返ろう

理科：自由
研究

総合：米の
秘密を探ろう

学活：年間
を振り返ろう

社会：情報
産業

学活：学期
を振り返ろう

社会：水産
業

道徳：働く
こと

家庭：楽し
い団らん

総合：稲
刈り体験

国語：立場を
明確にして

社会：農業

総合：米をア
ピールしよう

道徳：役割
・責任

道徳：個性
伸長

外国語活動：
挨拶､ｼﾞｪｽﾁｬｰ

行事：集団
宿泊学習

学活：新学
年の抱負

道徳：個性
伸長

道徳：役割
・責任

学級活動：
働くこと

国語：伝記
｢手塚治虫｣

総合：田植
え体験

国語：ゲスト
を紹介しよう

体育：ゲー
ム

体育：ゲー
ム

体育：ゲー
ム

総合：漁師の
生き方から学ぶ
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こ
れ
ま
で

 

 

４ ｢生き方教育｣の実践
(1) 「働くこと」の意義に気付かせる手立て～実践Ⅰ 社会科の指導を中心にして～

体験活動や教科・領域等のなかにある｢働くこと｣を関連させ、｢生き方教育｣を取り入れるこ
とによって、「働くこと」の意義に気付かせることができると考える。

ア ｢働くこと｣を実体験させる
第５学年総合的な学習の時間に田植えの直接体験(写真１)を

行った。この田植え体験は、勤労の大切さを知り、今後の稲作
学習への意欲を高めることをねらった。田植えでは、ＪＡ東郷
の方に苗の植え方を教えてもらい、水田に足をめり込ませなが
らも熱心に田植えをしていく児童の姿が見られた。
この田植え体験を通して、児童に｢働くこと｣の大変さを実感

させることができた。

イ ｢働くこと」の意義に気付かせる｢生き方教育｣の実践Ⅰのつながり…活動①～③
活 総合的な学習の時間での体験活動 ４月
動 田植えの直接体験
①

｢生き方教育｣を取り入れた社会科の指導 ７月９日(検証授業Ⅰ)
活 １ 単元名 米づくりのさかんな庄内平野
動 ２ 本時の目標
② ○ 日本の米づくりを元気にする提案を考え、表現するこ

とができる。 【社会的な思考・判断・表現】
３ ｢生き方教育｣の視点…将来を見通す力を育てること
４ 手立て

○ 児童自らが米づくりを体験したことを想起させる。
○ 農家のインタビュー(写真２)を視聴させ｢働く人｣の思
いや願いに共感させる。 (写真２：農家のインタビュー視聴)

○ 農業高校の生徒のインターンシップの写真を見せ、農家の｢後継者育成｣に気付か
せる。

○ ＫＪ法的な手法を用いて意思決定の場を設ける。
５ 成果
○ 米づくりの提案を全員が書くことができ、社会科学習の目標を達成することに役立った。
○ 米づくりの未来への思いが高まった。

活 総合的な学習の時間での関連学習 ７月
動 日之影の水土里ネットを活用した学習

み ど り

③

ウ ｢働くこと｣に意欲をもたせる
｢生き方教育｣を取り入れた教育活動の充実を図るために、｢み
やざきの教育｣アシスト事業を活用した企業等との｢横の連携｣

として日之影の水土里ネットを活用した学習(写真３)を実施し
み ど り

た。総合的な学習の時間において、米づくりに欠かせない農地
や水の大切さについて理解を深めることをねらった。
実際に働いている方の具体的な話を聞いたことで、日々の水

田の水の管理や観察に主体的に取り組む児童の姿が見られた。

エ 実践Ⅰの評価

評価の項目…『日本の生活や米づくりの未来について考えることができる』
児童の具体的な感想は、以下の通り（抜粋）である。
○ もっと米を食べてもらったり、作る人を増やしたりするためのアイデアを考えました。
○ 今日は、米づくりの勉強で短冊に生産量･消費量がどうしたら増えるか考えたこと
を書いたのでよかった。

全児童の感想のうち、この評価の項目に関連した記述が、約７割を占めていた。

つなぐ

今

こ
れ
か
ら

つなぐ

(写真１：田植え体験)

(写真３：水土里ネット)
み ど り
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オ 実践Ⅰの考察（○…成果、●…課題）

(2) 生き方を考えさせる手立て～実践Ⅱ 総合的な学習の時間の指導を中心にして～
実践Ⅰの考察からも、困難を乗り越える大切さに気付かせる手立てが必要であった。特に、

生き方を考えさせる手立てのなかで、児童に自分を振り返る機会を与え、これまでの自分の生
き方に気付かせるようにした。

ア 生き方を語る人材の探し方
地域との｢横の連携｣を重視し、かつお漁の漁師として生き

方を語ることができる人材を①～③の順に紹介を受け、探し
出した。
①日南市水産林政課 → ②南郷漁協 → ③漁師岩切さん

イ 人材との打合せ内容
｢自分をみつめる力を育てること｣と｢将来を見通す力を育て

ること｣を視点にした話にするために、学習の意図を人材である岩切さんに依頼した。
そこで、職業についての話よりも漁師としての生き方の話をしていただいた。具体的には、

｢働くこと｣の苦労、苦労を乗りこえた喜び、船長としての責任などの内容であった。

ウ 生き方を考えさせる単元の工夫
｢生き方教育｣の視点を単元に当て、単元全体を工夫・改善することにした。以下の実践Ⅱの活

動④は、全１０時間の単元の終末として、直接的に「自己の生き方を考えること」にした。

エ 「働くこと」から「生き方」を考えさせる｢生き方教育｣の実践Ⅱのつながり…活動①～⑤
活 社会科の指導 ７月 活 社会科の指導 ９月 活 国語｢パネル討論をしよう｣ ９月
動 単元名 動 単元名 動 学校行事(秋の遠足) １０月
① 米づくりのさかん ② 水産業のさかんな静 ③ 「日南漁協 職場見学体験」
な庄内平野 岡県

活 ｢生き方教育｣を取り入れた総合的な学習の時間の指導 １０月１９日(検証授業Ⅱ)
動 １ 単元名 漁師の生き方から学ぶ (日南ふるさと学)
④ ２ 本時の目標

○ 岩切さんの言葉から学んだことを話し合い、自分の生き方にいかしていきたいこ
とを見つけることができる。【｢自分をみつめる力｣｢将来を見通す力｣】

３ ｢生き方教育｣の視点…自分をみつめる力を育てること
…将来を見通す力を育てること

４ 手立て
○ ｢働くこと｣を通して人の生き方に着目させる単元にした。
○ 漁師の生き方を考えた前時の活動をいかすようにした。
○ 総合的な学習の時間の目標「自己の生き方を考えること
ができるようにする」を直接的に考える授業にした。

○ 児童の感想を拾い上げ、紹介すること(写真５)によって
自己の生き方について主体的な思いをもたせようとした。 (写真５：感想を述べる児童)

５ 成果
○ 前時の活動を生かして、岩切さんの生き方から自分の生き方にいかそうとしていた。
○ 自分を振り返って、苦手なことや失敗にもあきらめない気持ちを書き出し、発表
することができた。

活 学級活動の指導 １０月２６日
動 単元名 ｢働くこと」について、自分のできることを考えよう
⑤

○ 米づくりの提案を全員が書くことができたということは、本時の手立てが、社会科
学習の目標達成を果たすとともに｢働くこと｣の大切さを理解する上でも有効であった。

○ 米をつくることや「働くこと」が、日本の未来を支えていることに気が付くことが
できたということは、｢将来を見通す力｣の育成に役立った。

○ 学んだことを生かして日々の実践に意欲的に取り組むようになり、主体的に行動し
ようとする児童の姿が見られるようになった。

● やりぬく力を伸ばすためには、児童の振り返る機会を設定し、困難を乗り越える大
切さに気付かせる必要がある。

(写真４：漁師のインタビュー視聴)

つなぐ

今

つなぐ つなぐ

つなぐ
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オ 自分の生き方を考えさせるワークシートの工夫
児童は、漁師岩切さんの生き方を考えたことによって、｢働くこと｣の苦労、苦労を乗りこ

えた喜び、船長としての責任などの内容に気が付くことができた。その気付きをいかして、
付箋に自分の生き方を考えた内容を書き出させた。ワークシートには、漁師岩切さんの生き
方について考えた方法(写真６)と同様の方法でワークシート(写真７)に付箋を貼っていかせ
る。児童は、岩切さんの｢失敗は成功のもと｣や｢何があってもあきらめない｣、｢つらいこと
を乗り越えていく｣などの言葉に感銘を受け、意欲的に自分の生き方を考えていた。

カ 実践Ⅱの評価

キ 実践Ⅱの考察（○…成果、●…課題）

(写真７：自分の生き方を考える)(写真６：漁師の生き方に気が付く)

評価の項目…『自分を振り返り、生き方にいかすことができる』
児童の具体的な感想(ｐ15-6写真５)は、以下の通り（抜粋）である。
○ 今日の学びをいろいろな所で役立てたい。
○ この学習を頭に入れていかしていきたい。
○ 自分の生き方を今まで考えたことがなかった。生き方はいろいろあると思った。
○ 自分の考えをもつことができ、今からいかせることも考えられてよかった。さら
に、自分の生活で今日立てた目標を実現させたい。
児童の感想を分析すると、全員が、この評価の項目に関連した内容を記していた。全

員が、主体的な思いや前向きな思いの感想を記していたということは、自己の生き方に
ついて｢主体的な思いをもとうとする｣ことができたと言える。

また、自分の生き方を考えて付箋(写真７)に記した児童の言葉を(表２)のように、｢生
き方に役立つ力｣の枠組みで分類したところ、総数１４９枚の付箋の割合が、以下のよう
になった。

｢生き方に役立つ力｣の枠組み 付箋の枚数 割合
人や社会にかかわる力 ２６ 約１８％
自分をみつめる力 ８８ 約５９％
課題を解決する力 ５ 約 ３％
将来を見通す力 ３０ 約２０％
(表２：付箋の言葉を｢生き方に役立つ力｣の枠組みで分類した表)

○ ｢働く人｣という｢生きた教材｣を基に、単元の展開の工夫・改善を行ったことで、｢自
己の生き方を考えることができるようにする。｣という総合的な学習の時間の目標達成
を果たすとともに｢自分をみつめる力｣や｢将来を見通す力｣を伸ばすことができた。

○ 班の話合いから全体への話合いの広がりには、苦手や困難に対しても乗りこえよう
という意識の広がりが感じられ、｢生き方教育｣の視点にそった意見が数多く出ていた。

○ 付箋に記した児童の意識を｢生き方教育｣の｢生き方に役立つ力｣の枠組みで分類し、
分析したことによって、評価にいかすことができた。

○ 本時の目標であった｢自分をみつめる力｣｢将来を見通す力｣に関する記述が８割近く
あったということは、教師のねらった意図が伝わり、２つの能力に対する児童の意識
が広まったと言える。

○ 児童のワークシートなどを｢生き方教育｣のポートフォリオとして蓄積するだけでな
く、これからの実践とも関連させて、継続して活用していく必要がある。また、｢生き
方教育｣の振り返りに生かすことができるようにする。

● 本時の意識の高まりをほかの教育活動へとつなげて、実践化していく必要がある。
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(3) 実践化を図るための手立て～実践Ⅲ 学級活動の時間の指導を中心にして～
実践Ⅱの考察から、｢生き方教育｣への意識の高まりを日常の実践に結び付ける必要があった。
そこで、自分の生き方を考えたワークシートを基に、学校生活での実践を考えさせるために

学級活動の授業を行った。

ア 実践化を図るための｢生き方教育｣の実践Ⅲのつながり…活動①～③
活 総合的な学習の時間の指導 １０月
動 単元名 漁師の生き方から学ぶ
①

活 ｢生き方教育｣を取り入れた学級活動の指導 １０月２６日(検証授業Ⅲ)
動 １ 題材名 ｢働くこと」について、自分のできることを考え、実行しよう
② ２ 本時の目標

○ 「働くこと」について想起させ、学校生活での自分を振り返ることによって、こ
れから自分ができることを考え、実行の計画を立てよう。

３ ｢生き方教育｣の視点…自分をみつめる力を育てること
４ 手立て
○ 自分の考えた生き方(写真８)を基にして、学校生活で｢働くこと｣ができることを
考え、(写真９)に記入させる。

○ 学期末に実践を評価カード(資料２)で振り返る計画を立て、実践意欲を高める。
５ 成果
○ 自分の苦手なことにも取り組もうとする気持ちをワークシート(写真９)に記していた。

活 国語科の指導 ３月
動 単元名 伝記｢手塚治虫｣
③

イ 実践にいかすためのワークシートの工夫
｢生き方教育｣の進め方(ｐ15-3 図１)と同じ仕組みで、これまでの自分からこれからの自分

を考えさせるワークシートにした。(写真９)のワークシートは、左下には、これまでの自分
を振り返って、あまりできなかったことを記し、右上には、これからやることを記させた。

ウ 実践Ⅲの考察（○…成果、●…課題）

(資料２：実践を振り返る評価カード)

(写真９：学校での実践を考える)(写真８：自分の生き方を考える)

つなぐ

今

○ ｢生き方教育｣を取り入れた学級活
動の指導は、実践意欲の持続化を図
ることができ、児童が、｢働くこと｣
を意識し、自分のできることを行っ
ていた。

○ 計画したこと(資料２)を自己評価
することによって、実践にいかされ
たことを実感するとともに｢自分を
みつめる力｣も伸び、実践意欲の継
続につながった。

● さらに、実践を継続させるために
は、これからの教育活動にも｢生き
方教育｣を取り入れていく必要があ
る。

つなぐ
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2.5 2.7 2.9 3.1 3.3 3.5 3.7

行動と改善

将来設計 選択

学ぶこと・働くことの意義や役割の理解

多様性の理解

計画立案 評価・改善

原因の追究 課題発見 実行力

情報の理解・選択・処理

忍耐力 主体的行動

ストレスマネジメント

前向きに考える力

自己の役割の理解

リーダーシップ

チームワーク

他者に働きかける力

他者の個性を理解する力

3.38 

3.10 

3.14 

3.10 

3.10 

2.81 

3.24 

2.95 

3.43 

3.48 

3.14 

3.14 

3.40 

3.30 

3.05 

2.90 

3.55 

3.00 

3.40 

3.35 

3.20 

3.35 

3.50 

3.40 

２回目１１月

１回目 ５月

他者の個性を理解する力

他者に働きかける力

リーダーシップ チームワーク

自己の役割の理解

ストレスマネジメント

忍耐力 主体的行動

情報の理解・選択・処理等

原因の追究 課題発見 実行力

計画立案 評価・改善

学ぶこと・働くことの意義や
役割の理解 多様性の理解

将来設計 選択

行動と改善

児童の４段階、自己評価

(4) ｢生き方プラン｣の見通し ～これからの実践Ⅳ：国語の伝記｢手塚治虫｣の指導に向けて～
これまでの｢生き方教育｣を取り入れた取組を児童に想起させる。伝記｢手塚治虫｣の学習にお

いて、自分の生き方を作文に記すことにいかすことができるようにする。
このような見通しをもちながら、｢生き方教育｣を実践していくことが大切である。

(5) キャリアシートで振り返る
年間の｢生き方教育｣を児童に振り返らせ、

自己評価によって成長を実感させたり、教
師の児童理解に生かしたりするためにキャ
リアシートを作成し、活用した。
本キャリアシートでは、(資料３)の学年
のテーマとして、第５学年の｢生き方プラ
ン｣から焦点化した２つを記入させた。

これまでの｢生き方教育｣に関連させた取
組を想起させるとともに、感じたことや考
えたことを次年度にも引き継ぐことができ
るようにした。
加えて、教師からのコメントを下に記し

て、励ますことで継続の意欲を高めた。
本実践において、児童は、キャリアシー
トの振り返りによって、年間の｢生き方教
育｣に対する意識の高まりを実感できた。
また、このキャリアシートは、学年のテ

ーマに応じて取り組んだことを記入するこ
とによって、次の学年では、前年度の児童
が、どのような取組を行っていたのかを把
握でき、｢生き方教育｣をさらに充実させる
ことができると考える。 (資料３：児童のキャリアシート記入例)

Ⅶ 成果と課題
１ 研究の成果と課題の分析
(1) 児童の実態調査からの変容

キャリア教育アンケートを第５学年の児童(２１名)に２度(５月と１１月)実施した結果
が、下の(グラフ１)の通りであった。(目指す児童の姿に対応する４項目を下線で示す。)

(グラフ１：キャリア教育アンケートの５月と１１月の集計結果) 対象：第５学年２１名
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○ 相手の考えや気持ちを受け止めようとして聞くことができる児童に関連する他者の個性
を理解する力は、3.14から3.40になり0.26ポイント上昇した。
○ 苦手なことにも進んで取り組むことができる児童に関連する主体的行動の数値は､3.24
から3.40になり0.16ポイント上昇した。

○ 進んで資料や情報を集めたり、質問したりできる児童に関連する情報の理解・選択・処
理等は、2.81から3.00になり0.19ポイント上昇した。
○ 自分に必要なものを選択できる児童に関連する将来設計と選択は、3.10から3.30にな
り0.2０ポイント上昇した。
本研究における４つの目指す児童の姿に対応する数値は、全て上昇した。(※ポイントと

は、数値の平均である。児童の４段階、自己評価で、最大値４。)
また、情報の理解・選択・処理等の能力については、上昇しているが、3.00ポイントであ

り、２番目に数値が低い。さらに、ほかの４つの能力のポイントが下降している。

(2) アンケート結果の考察
○ 目指す児童の姿に関連する数値が向上したことは、｢人や社会にかかわる力｣｢自分をみ
つめる力｣｢課題を解決する力｣｢将来を見通す力｣の能力の向上と言える。４つの生き方に
役立つ力の向上によって、主体的に行動し、やりぬく力も伸びたと言える。

○ ｢生き方に役立つ力｣を短期的にまんべんなく向上させることは、難しい。本研究のよう

に｢生き方プラン｣に基づき、焦点化した教育活動に｢生き方教育｣を取り入れて実践するこ
とが、目指す児童の姿に近づけることに有効である。

○ 数値が低かったり、５月より下がったりした能力を伸ばすためには、その能力に応じた
焦点化を行い、｢生き方教育｣を実践していく必要がある。現在の児童の実態と更に焦点化
した｢生き方プラン｣を次年度へ引き継ぐことによって、｢縦の接続｣を図ることが有効であ

ろう。

２ 成果
○ 意図的に関連付けたキャリア教育に関する指導計画に基づいて、焦点化した教育活動に生
き方教育を取り入れて実践していくことによって、主体的に行動し、やりぬく力を身に付け

た児童の育成に迫ることができたと考える。

○ 実践研究を通して、｢生き方に役立つ力｣を伸ばす手立ての工夫・改善してきた結果、生き
方にかかわる児童の意識が高まるとともに、自己の生き方を考えることができるようになり、
主体的に行動し、やりぬく力を伸ばすことにつながった。

○ ｢生き方教育｣を取り入れた実践は、教科・領域等の目標達成に効果的であるとともに、生
き方に役立つ力を相乗的に伸ばすことができ、自己の生き方を考えることに有効であった。

３ 課題
○ ｢生き方に役立つ力｣を伸ばしていくためには、長期的な見通しで｢生き方教育｣に取り組む

必要がある。そこで、本研究の｢生き方プラン｣の取組を次年度の学級担任へ引き継ぐことが
必要である。さらに、学校全体での系統的な｢生き方プラン｣による取組が必要である。

○ 小学校段階から中学校につなぐというねらいから、小中一貫した、接続性のある｢生き方
プラン｣を考える必要がある。また、教科担任制の中学校においても系統的な｢生き方プラン｣

を作成し、組織的に取り組むことができるようにする必要がある。

《引用・参考文献》
｢小学校キャリア教育の手引き（改訂版）｣ 文部科学省 (平成２３年５月)
｢第二次宮崎県教育振興基本計画｣ 宮崎県・宮崎県教育委員会 (平成２３年)
｢今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」

中央教育審議会 (平成２３年１月３１日答申)
｢キャリア教育を創る｣ 文部科学省 国立教育政策研究所 (平成２３年１１月)
｢キャリア教育をデザインする」 国立教育政策研究所 (平成２４年８月)
｢京都市総合研究センター研究員報告書｣ (平成２３年)

《研究実践学校 日南市立東郷小学校》
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Ⅰ 研究主題と副題 
「自閉症のある生徒の主体的に活動する態度をはぐくむ学習支援を目指して」 

～「自立活動」の視点を取り入れた実態把握と学習指導を通して～ 
Ⅱ 主題設定の理由 
   我が国が目指すべき社会の姿として、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合う共生社会が 

ある。本県においては、第二次宮崎県教育振興基本計画の施策に「共生社会を目指す特別支援 
教育の推進」が示されており、内容の一つとして「地域における教育･指導システムの充実と教 
員の指導力の向上」が掲げられている。この施策を受けて、特別支援教育の充実を図るために 
は、専門性を高め、障がいの特性を踏まえた学習指導等の質を更に高めていかなければならな 
い。また、障がいの多様化が進む中で、今後、県民全体に対し障がいのある児童生徒の特性等 
の理解・啓発を図り、卒業後の自立と社会参加へ向けての協力を得ることも必要である。 

宮崎県立延岡しろやま支援学校は、今年度より、肢体不自由教育部門、聴覚障がい教育部門、

知的障がい教育部門を統合した県内初の総合特別支援学校として開校した。児童生徒が高等部

卒業後に共生社会の中でたくましく生きていくために、キャリア教育等をもとに幼稚部（聴覚

教育部門のみ）から高等部（肢体教育部門・知的障がい教育部門のみ）までの一貫した教育課

程の再編成を行っている。学校教育目標は、「心豊かでたくましく地域社会で生きぬく力を育成

する」であり、知的障がい教育部門の特色として「自閉症の専門的な指導に関する研究の実施

～自閉症のある児童生徒が主体的に学習や活動へ取り組む環境を目指して～」がある。これま

で、（旧）宮崎県立延岡たいよう支援学校においても自閉症教育の実践は行ってきているが、今

後、さらに、自閉症に関する障がいの特性の理解や学習指導方法等の専門性を高めていくこと

が求められており、前述した知的障がい教育部門の特色は、本校の研究課題としても位置付け

られている。 
自閉症のある生徒の主体性を高めるには、「自立活動」の視点ときめ細かな配慮をもって学習

指導にあたることが重要である。新学習指導要領の「自立活動」の区分は、これまでの「健康

の保持」「心理的な安定」「環境の把握」「身体の動き」「コミュニケーション」の５区分に「人

間関係の形成」が新たに加わり６区分となった。この６区分２６項目の中には、「自閉症に関す

る具体的指導内容例と留意点」が示されているものもある。 
そこで、本研究では、まず、高等部３年の自閉症のある生徒を対象に「自立活動」の視点と

障がいの特性や発達の段階を考慮した実態把握を行い、そして、この実態把握の結果をもとに、

自閉症の特性と発達の段階、「自立活動」の視点を取り入れた「実態把握表と指導目標・支援内

容表」を作成し、生徒の主体的な態度をはぐくむことを目指していくこととした。今後は、こ

の「実態把握表と指導目標・支援内容表」が、自閉症のある児童生徒に対する学習指導・学習

支援の参考となり、学級担任以外でも活用できることを目指していきたい。 
本研究が、地域の教育機関や地域の福祉機関、また家庭等において、自閉症のある児童生徒

への教育の課題解決の一助となり、本県が目指す共生社会を生き抜く児童生徒を育てることに

つながると考え、本研究主題を設定した。 
Ⅲ 研究目標 

「自立活動」の視点を取り入れた各教科等の指導目標・支援内容を検討していくことにより、 
学習指導・学習支援の質の向上を図って、共生社会を生き抜くための力を育成していく。 
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Ⅳ 研究仮説 
  自閉症の特性や発達の段階を踏まえた実態把握を行い、「自立活動」と関連付けた学習指導を行 

えば、自閉症のある生徒の主体的な態度をはぐくむことができるであろう。  
Ⅴ 研究構想 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

＜学校教育目標＞ 
「心豊かでたくましく地域社会で生きぬく力を育成する」 

＜研究内容＞ 

３ 事例研究の実施 
(1) 検証授業  

・ 対象生徒の「実態把握表と指導目標・支援内容表」についての検証 
・  自立活動の視点を取り入れた生徒の主体性を高める授業についての検証 

(2) モニタリング 
・  特別支援学校、小学校、中学校での「実態把握表と指導目標・支援内容

表」についての意見集約 
 

２ 事例研究の計画 
(1) 学級担任による実態把握 
(2) (1)を用いての指導目標・支援内容

の配慮点の分析 
(3)  検証授業の学習指導計画・学習指 

導案の作成 
 

４ 事例研究の評価 
(1)  生徒の主体性を高める学習指導・ 

学習支援に対する評価 
(2)   自立活動の視点を取り入れた授業 

に対する評価 
(3)  「実態把握表と指導目標・支援内容 

表」に対する評価 

１ 検討・作成・改善 
(1) 「実態把握表と指導目標・支援内容表」「パンフレット」 
(2) 自立活動の視点を取り入れた学習指導計画・学習指導案  
 

＜研究目標＞ 
共生社会を生き抜くための力の育成 

＜研究主題＞ 
自閉症のある生徒の主体的に活動する態度をはぐくむ学習支援を目指して 

～「自立活動」の視点を取り入れた実態把握と学習指導を通して～ 
 

＜仮説＞ 
自閉症の特性や発達の段階を踏まえた実態把握を行い、「自立活動」と関連付けた 

学習指導を行えば、自閉症のある生徒の主体的な態度をはぐくむことができるであろう 
 

｢理論研究｣ 
自閉症の特性、発達の段階、「自立活動」の視点を取り入れた 

「実態把握表と指導目標・支援内容表」の作成 

５ 理解・啓発 
・ 自閉症のある児童生徒への「実態把握表と指導目標・支援内容表」、 

「パンフレット」の活用 
・ 自閉症のある児童生徒への学習指導・学習支援の充実 

＜本研究の目指す生徒像＞ 
 自立と社会参加に向けて、自ら主体的に活動に取り組む生徒 

 



15-13 
 

Ⅵ 研究の実際 
１ 研究の基本的な考え方 

「自立活動」の視点を取り入れた実態把握について 
○ 障害のある幼児児童生徒の場合は，その障害によって，日常生活や学習場面において

様々なつまずきや困難が生じることから，小・中学校等の幼児児童生徒と同じように心身

の発達の段階等を考慮して教育するだけでは十分とは言えない。そこで，個々の障害によ

る学習上又は生活上の困難を改善・克服するための指導が必要となる。このため，特別支

援学校においては，小・中学校等と同様の各教科等のほかに，特に「自立活動」の領域を

設定し，その指導を行うことによって，幼児児童生徒の人間としての調和のとれた育成を

目指しているのである。 
（「特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編」より抜粋） 

    上記の「特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編」から、本研究においては、自閉症 
の特性、発達の段階、「自立活動」の視点を取り入れた実態把握より、自閉症のある児童生徒 
が自ら主体的に活動する態度をはぐくむ力を高めていくための指導目標・支援内容の研究を 
行う。 

２ 「指導・支援」と「主体的な態度」について 
  (1) 自閉症のある児童生徒の「指導・支援」 

   本研究における「指導」と「支援」は、下記のとおりに定義する。 
ア 「指導」： 長期目標を達成できるように、児童生徒の発達の段階等の実態に応じた力を 

つけること。 
イ  「支援」： 児童生徒を様々な視点から理解し、長期目標の達成に向けて環境等を整える 

こと。 
 (2) 自閉症のある児童生徒の主体的な態度 

    本研究における「自閉症のある児童生徒の主体的な態度」については、以下のとおりに定 
義する。「実態把握表と指導目標・支援内容表」に示す「指導目標」の各段階の達成を目指し 
て、自分から行動し、さらには、一部支援を受けながら、地域社会等へ参加が可能になって 
いくこと。 

３ 理論研究 
   自閉症の特性、発達の段階、「自立活動」の視点を取り入れた「実態把握表と指導目標・支 

援内容表」の作成 
(1) 「実態把握表と指導目標・支援内容表」について 

ア 「実態把握表と指導目標・支援内容表」の作成  
「実態把握表と指導目標・支援内容表」は、表計算ソフトを使用して作成した。これを

活用しやすくするために、特別支援学校等の協力を得て、「実態把握表と指導目標・支援

内容表」を使用して、活用についての意見を出してもらうモニタリングと所属校における

生徒への検証授業、事前事後の検証により改善を行った。改善した「実態把握表と指導目

標・支援内容表」の内容については、「長期目標」を新学習指導要領から自閉症のある生

徒に関連する記述を整理し６０項目にまとめた。さらに他の項目との関連も整理し記載し

ている。そして長期目標の達成に向けた指導目標・支援内容を３段階に分けて設定した。

検討した自立活動の６区分に関する「指導目標や支援内容等を表計算ソフトのシートに入
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※表中の 5:00 は、5 歳を示す 

区分項目  「長期目標」達成に向けての指導目標・支援内容 1学期 2学期 3学期

他の

項目と

の関連

① 支援者が手本を示して、模倣しながら手洗

 い、うがいをすることができる。
1

② 言葉かけや視覚支援教材を見ながら、手洗

 い、うがいをすることができる。
1

③ 手洗い、うがいをすることができる。

 

３

 

人

間

関

係

の

形

成

 

５

 

身

体

の

動

き

１

 

健

康

 

健

康

の

保

持

② 手洗い、うがいをするように言葉掛けや視覚支援教材を作成

 し示す。

長期目標 

指

導

目

標

(1)
・  手洗い、うがいをす

  ることができる。

③ 学校や家庭で確実に行えるように、手洗い、うがいをしたか

 どうかを振り返られるようにチェックシートなどを作成し示

 す。

支

援

内

容

① 手洗い、うがいの動きのやり方の手本を示す。

れて、①～③段階の児童生徒の達成したら、「１」と入力するようにした。これまで作成

されていた「実態把握表」には、自立活動の視点から長期目標や指導目標・支援内容を段

階毎に取り入れているものはない。 
本研究においては、「実態把握表と指導目標・支援内容表」に、長期目標の達成に向け

た指導目標を１８０項目、それに対応した支援内容を１８０項目、それぞれ自立活動の視

点から設定した。その際、「指導目標 支援内容」における「各段階の内容の柱」の検討

も行い、個別の指導計画や個別の教育支援計画の作成等にいかせるようにした。（資料①

②） 
イ レーダーチャートと３段階の指導目標・支援内容 

「実態把握表と指導目標・支援内容表」では、指導目標・支援内容の分析結果をレーダ 
ーチャートに表記し、支援者が、自立活動の６区分の視点から児童生徒の特徴をすぐに 
捉えられるようにした。さらに、モニタリングの意見をもとに、①～③段の各段階の達 
成毎に「１」と入力できるようにした。また、児童生徒の実態によっては、長期目標が 
該当しない場合もあり、その場合は、指導目標①～③段階の全てに「１」と入力し達成 
したものとして扱い、レーダーチャートに児童生徒の特徴がよりきめ細かく表れるよう 
に改善した。（資料②）   

段 階 各 段 階 の 内 容 の 柱 
①段階 支援者のやり方等の手本を見て模倣することができる段階 
②段階 言葉掛けや視覚支援教材等を利用しながら活動を行うことができる段階 
③段階 必要な支援を受け、自立し主体的に社会参加することができる段階 

【資料①：各段階の内容の柱】 
 

○ 改善前の「実態把握表と指導目標・支援内容表（一部抜粋）」 
 

 
 
 
 
 
 
○ 改善後の「実態把握表と指導目標・支援内容表（一部抜粋）」 
 
  

  
 
 
 
 

○ レーダーチャートによる表記。（P15-19【資料⑨】参照） 
【資料②：改善前・改善後の「実態把握表と指導目標・支援内容表」】 

区分 項目 1学期2学期3学期

およその

必要な発達

の段階の力

「長期目標」達成に向けての指導目標・支援内容
他の項目

との関連

指

導

目

標

・ 支援者が手本を示して、模倣しながら、手洗い、

 うがいをすることができる。

・ 言葉掛けや視覚支援教材を見ながら、手洗い、

 うがいをすることができる。

・ 自分で手洗い、うがいをすることができる。

支

援

内

容

・ 手洗い、うがいのやり方を示す視覚支援教材を掲示す

   る。

(1)
・ 手洗い、うがいをすること

 ができる。
1 ※5:00

４

 

環

境

の

把

握

５

 

身

体

の

動

き

健

康

 

健

康

の

保

持

長期目標

次年度以降記載 
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ウ 小・中学校等においての活用を目指して 
「実態把握表と指導目標・支援内容表」が、小･中学校等においても活用できるようにする 
ために、「実態把握表と指導目標・支援内容表」から「支援内容」と「他の項目との関連」 
を省き、別冊のパンフレット「自立活動の視点を取り入れた支援内容表」として、「支援内 
容」の説明と写真やイラスト等を加えて作成する。（資料③） 

 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【資料③：小・中学校等用の「実態把握表と指導目標表」・「自立活動の視点を取り入れた支援内容表」（下）】 

 
エ 自立活動の関連図を作成し、支援者間で、他教科にも自立活動の視点を取り入れることを共通 

理解できるようにする。（P15-16 資料⑤） 
４ 事例研究 

(1) 検証授業の実際 
  ア 学級担任による実態把握 

 作成している「実態把握表と指導目標・支援内容表」を活用し、学級担任が対象生徒の実態 
把握を行う。 

    イ 生徒 A のレーダーチャートの結果と分析 
対象生徒のレーダーチャートの結果が、資料④である。生徒は、「身体の動き」には、問題が 
いため、板書などの身体の活動を取り入れて賞賛をする。「コミュニケーション」については、 
ルールカードを利用する。「心理的な安定」「人間関係の形成」の課題は、T1（教員）が生徒の 

区分項目  「長期目標」達成に向けての指導目標・支援内容 1学期 2学期 3学期

① 支援者が手本を示して、模倣しながら手洗

 い、うがいをすることができる。

② 言葉掛けや視覚支援教材を見ながら、手洗

 い、うがいをすることができる。

③ 手洗い、うがいをすることができる。

１

 

健

康

 

健

康

の

保

持

指

導

目

標

(1)
・ 手洗い、うがいをす

 ることができる。

長期目標 

１ 健康（健康の保持）の支援内容例

長期目標 「手洗い、うがいをすることができる。」

他の項目との関連
「４ 場面や状況などを把握する力（環境の把握）」
「５ からだの動き(身体の動き) 」

指導目標①段階 支援者が手本を示して、模倣しながら、手洗い、うがいをすることができる。

支援内容①段階 手洗い、うがいの動きのやり方の手本を示す。

支援内容①の例 支援内容①の例について 児童生徒の実態に応じて記載

・ 支援者が児童生徒に手本を示
す。

・ 児童生徒に模倣させる場合、
支援者は、児童生徒の横にいて、
過敏を配慮しながら手を添えて、
支援する。

・ 児童生徒と対面して模倣させ
る場合、支援者と同じ手で手洗
いやうがいをすることがあるの
で、支援者は、児童生徒の鏡と
なるようにする。

指導目標②段階 言葉掛けや視覚支援教材を見ながら、手洗い、うがいをすることができる。

支援内容②段階 手洗い、うがいをするように言葉掛けや視覚支援教材を作成し示す。

支援内容②の例 支援内容②の例について 児童生徒の実態に応じて記載

【手洗いカード】

・ 掲示する視覚支援教材につい
ては、左記写真の下の説明文は、
児童生徒の実態に応じて、平仮
名のみにするなどの表記の工夫
をする。

指導目標③段階 手洗い、うがいをすることができる。

支援内容③段階
学校や家庭で確実に行えるように、手洗い、うがいをしたかどうかを振り返られるよう

にチェックシートなどを作成し、児童生徒がチェックできるようにする。

支援内容③の例 支援内容③の例について 児童生徒の実態に応じて記載

【チェックシート】

・ 児童生徒にチェックシート
を使用させる場合、最初は、
支援者が実際に「○」などの
記入の仕方を示す。

１　水道の水を出して、手をぬ
　ら して、せっけんをつける。

２　せっけんのあわを立てて、
  手のひらをこすってあらう。

３　手のこうをあらう。 ４　ゆびの間をあらう。

５　つめのあいだをあらう。 ６　てくびをあらう。 ７　水道の水で、あわをながす。 ８　ハンカチで、手をふく。

うがい　と　てあらい　を　したら　○　を　かこう！
そとから　かえってきたとき ○ ○
きゅうしょくのまえ ○ ○ ○

「うがい　・　てあらい　チェックシート」
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【資料④：レーダーチャートから分析する対象生徒 A の全体像】 

様子を観察しながら、適切に言葉掛け等の支援を行っていく。 
 

              
 
 
 
 
 

ウ 授業の概要 
 
 
 
 
 
 
エ 本検証授業で取り扱う生活単元学習と自立活動、各教科等との関連図 

   自立活動と各教科等の関連図を以下の通りとして、自立活動の視点を取り入れた学習支 
援を意識できるようにした。（資料⑤） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   自立活動の視点を取り入れた生徒 E の指導目標・支援内容 
 学習指導内容・学習支援内容 

３ 

人
間
関
係
の
形
成 

指

導 
目

標 

・ 生徒が、自分の活動を対して賞賛され、喜ぶ感情を表情や言葉、身振り、支援機

器などで表現することができる。 

支

援 
内

容 

・ 生徒が得意とする活動を繰り返し行い、賞賛をし、自己肯定感を高めて、自信を

もたせる。 

 
 

数学 
・ 時間の経過の理解を向 

上させることができる。 

・ 机の配置などを考えるこ 

とができる。 

生活単元学習 

① 自分や友だちについて、関心をもつことができる。              【関心・意欲・態度】 
② 自分のよいところを考えたり、友だちのよいところを考えたりすることができる。【思考・判断・表現】 
③ グループでの話し合いにおいて、自分の意見を発表したり、友だちの意見を聞いたりすることができる。  

                                            【技能】 
④ これまでの自分や現在の自分、これからの生活に向けて努力することを理解することができる。 

【知識・理解】 

道徳 
・ 友だちの意見を聞き、認め 

ることができる。 

・  友だちと協力する態度をは 

ぐくむことができる。 

職業 
・ 自分の分担に責任をもち、友 

だちと協力して活動することがで

きる。 

日常生活の指導 
・ あいさつやその場に応じた言

葉遣いを身に付けることができ

る。 

・ 学習する際の態度や服装に 

気をつけることができる。 

国語 
・ 意見を聞き合うことが 

できる。 

・ 文章で表すことがで 

きる。 

 【資料⑤：生徒 A へ身に付けさせたい力に関する自立活動と各教科等との関連図】 

高等部３年（通常学級） 各教科等を合わせた指導「生活単元学習」 
【単元名】  
「自分のよいところとこれから努力することを知ろう」 

【本時の目標】 
  ○ 自分のよいところを考えたり、友だちのよいところを考えたりすることができる。 

【思考・判断・表現】 
○ グループでの話し合いの中で、自分の意見を伝え、友だちの意見を聞いたりすることが 

できる。                                 【技能】 
○ 自分のよいところとこれから努力することを理解することができる。  【知識・理解】 

 【本時の授業仮説】  
本単元の目標達成に向けて、自立活動の「人間関係の形成」の視点を取り入れた指導・支 

援を行えば、生徒の人との関わる力や主体性を向上させていくことができるであろう。 
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レーダーチャート内の「健康～コミ」の表記

健康：健康(健康の保持)

人間：人とのかかわり(人間関係の形成)

身体：からだの動き(身体の動き)

心理：気持ちなどの内面(心理的な安定)　

コミ：人とかかわるための手段(コミュニケーション)

環境：場面や状況などを把握する力（環境の把握）
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   オ 本検証授業における対象生徒への「指導目標・支援内容」（資料⑥）  
  
 

 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【資料⑥：対象生徒 A に関する本時の目標と自立活動における支援内容】 

c 生徒 A の特性に応じた「実態把握表と指導目標・支援内容表」から読み取る本時の目標と自立活動の 
視点を取り入れた支援内容について 
○ 対象生徒 A に関する本時の目標                             
生徒 単元に関する目標 支援内容 
A ・ 教員の言葉掛けのもと、視覚支援教材を 

見ながら、自分史を整理し、これまでの自

分や現在の自分、これからの生活に向けて

努力することを理解することができる。 
 

・ 言葉や身振りを使って、発表の場に応じ

た声の大きさと言葉遣いで話すことがで

きる。 
 
 
 
 

 
 
・ 主体的に活動することができる。      

 
 
 
 
 
 
 
・ 発表の方法を教員の手本と視覚支援教材で提

示し、発表の方法を理解させる。 
 
・ 自分史のモデル提示し、これまでの自分や現

在の自分、これからの生活に向けて努力するこ

とを理解させる。 

 

「実態把握表と学習指導内容・学習支援内容表」の

該当する項目から記載する。 

以上の視点を取り入れて、主体的に活動できるため

の支援を行う。 

生徒 A は、「実態把握表と指導目標・支援内容表」から、

本単元の目標として「コミュニケーション」の項目(5)「そ

の場の状況に応じた言葉づかいをすることが困難であり」、

「環境の把握」項目の「(2)整理整頓を行うことが困難であ

り」が、本時の目標に適切であるとして設定した。 

a 「実態把握表と指導目標・支援内容表」から読み取る生徒 A に関する自立活動における個別の目標 
(a) 生徒 A についての本単元に該当する「区分」など 

   ・ 「区分」について：人間関係の形成 
   ・ 「内容」について：自分の得意なことや不得意なことがわかる → 本時の目標 
   ・ 「内容」達成にむけての学習指導内容・学習支援内容について 

        

指 

導 
 

１段階 自信をもって取り組める活動がある。 

２段階 児童生徒が、自分の活動に対して賞賛され、喜ぶ感情を表情や言葉、身振り、支援機器

などで表現することができる。 

３段階 自分の得意なものと不得意なものを理解して、言葉や身振り、支援機器などで表現する

ことができる。 

支 

援 

・ 児童生徒が得意とする活動を繰り返し行い、賞賛し、自己肯定感を高めて、自信をもたせる。 
・ 児童生徒が、不得意な活動を行う場合は、教員がいつでも支援を受け止めることができるように

する。 

(b) 生徒 A の「内容」：「自分の得意なことや不得意なことがわかる。」の達成状況について 
生徒 達成 目標達成に向けての達成状況 

A 未達成 ２段階： 生徒が、自分の活動に対して賞賛され、喜ぶ感情を表情や言葉、身振り、

支援機器などで表現することができる。 
  

(c) 目標設定の分析 ア－(ｱ)、ア－(ｲ)より、生徒 A の自立活動における個別の目標を設定  
長期目標 ・ 自分の得意なものと不得意なものを理解して、言葉や身振りで表現することが

できる。 
短期目標 ・ 生徒が、自分の活動を賞賛され、喜ぶことができる。 
※ 短期目標を本時の目標に対応させていく。 

 
b 本時の目標と自立活動における支援内容の設定について 
 「実態把握表と指導目標・支援内容表」からの目標や支援を本時に合うように検討し、下記（資料⑤）の 
ように設定した。 
氏名 本時の目標 本時の自立活動の支援内容 

A ・ 自分のよいところを友だちから聞いて発

表することができる。 
・ 視覚支援教材を通じて、活動することが

できる。 
・ 主体的に書いたり発表したりすることが 

できる。 

・ 生徒 A が発言する内容などを賞賛し、自己肯定

感を高めて、自信をもたせる。 
・ 生徒 A のよいところを賞賛し、自分のよいとこ

ろについての理解を向上させる。 
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カ 検証授業の様子（資料⑦） 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料⑦：検証授業の様子】 
キ 検証授業による分析と検討 

「実態把握表と指導目標・支援内容表」による主体的に活動する態度をはぐくむ学習指 
導・学習支援について 
(ｱ) 「成果」 

・ 生徒 A に関して、「実態把握表と指導目標・支援内容表」からの分析をもとに、 
視覚支援教材として支援カードを使用した。この支援カードの使用により、生徒 A 
が自ら自分のよいところを考えて、文章で表現するという主体的な活動を導き出す 
ことができた。 

・ 「実態把握表と指導目標・支援内容表」の指導目標に、「児童生徒が得意とする活 
動を繰り返し行い」という表記をしている。生徒 A が得意とする「身体の動き」に 
かかわるホワイトボードへの掲示や机移動などの活動を取り入れたことで、学習活 
動に対して、主体的に活動しようとする意欲を導き出すことができた。この指導目 
標は適切であったと考える。 

(ｲ) 「課題」 
・ 「実態把握表と指導目標・支援内容表」に表記している「指導目標」と「支援内 

容」が、段階別になっていないために、「指導目標」と「支援内容」を対応させる 
ことが難しかった。この「指導目標」と「支援内容」を段階毎に分けて対応させて 
いくことが課題である。 
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 (2) モニタリングによる「実態把握表と指導目標・支援内容表」の検証 
   資料⑧は、各校種の教員にモニタリングを実施し、その対象となった児童生徒数である。 

特別支援学校 
小学校（３名） 中学校（1 名） 

小学部（７名） 中学部（７名） 高等部（１０名） 
【資料⑧：モニタリングをした児童生徒数】 

ア モニタリングからのレーダーチャートの結果(一部抜粋) 
レーダーチャートの結果より、自閉症という障がい名は同じであるが、実態は様々であ 

ることがわかる。そのため、「実態把握表と指導目標・支援内容表」で児童生徒の実態把握 
を行い、各段階の「指導目標・支援内容」を分析し、きめ細かな指導・支援を行っていく 
ことが大切であるといえる。（資料⑨） 
特別支援学校:小学部 特別支援学校:中学部 特別支援学校:高等部 

   

【資料⑨：モニタリングからのレーダーチャートの結果（一部抜粋）】 
イ 「実態把握表と指導目標・支援内容表」に対するモニターの意見集約 

  (ｱ) アンケートの回答 
アンケートの項目は、「実態把握表と指導目標・支援内容表」の中で表記されている自

立活動の６区分関する「自閉症の特性をおさえられていたか。」等である。この項目に関

する回答結果は、資料⑩のとおりである。 

 
    【資料⑩：「実態把握表と指導目標・支援内容表」に対するモニターの集約結果】 

    (ｲ) 「実態把握表と指導目標・支援内容表」のチェックに要した平均時間→３５分  
   (3) 検証授業とモニタリングによる「実態把握表と指導目標・支援内容表」の改善 
    検証授業とモニターの意見を参考にして、下記の３点を改善した。 

・ 「実態把握表と指導目標・支援内容表」に記載している「長期目標」の達成に向けた「指 
導目標」と「支援内容」を３段階に分けて対応させた。 

・ 場面や状況に関する表記を、誰もが活用できるように、具体的な表記にした。 
・ パンフレットに、支援者が児童生徒の引き継ぎ事項等を記載し、個別の指導計画等の作 
成資料とするために、「児童生徒の実態に応じて記載」という欄を設定した。 
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５ 「実態把握表と指導目標・支援内容表」の活用に向けて 
  資料⑪は、学校をモデルにした「実態把握表と指導目標・支援内容表」の活用例である。 
 
   

 
 
 
 
 
   
    

【資料⑪：「実態把握表と指導目標・支援内容表」の活用例】 
Ⅶ 成果と課題  
 １ 成果 

○ 「自閉症のある生徒の主体的に活動する態度をはぐくむ学習支援」を目指して、自立活動 
の視点を取り入れた指導目標・支援内容の柱を３段階に分けて設定した。これにより、自閉 
症のある生徒に対して、より正確な実態把握ができ、主体的に活動する態度をはぐくむため 
の個々の特性に応じたきめ細かな学習支援を行うことができた。 

○ 「実態把握表と指導目標・支援内容表」では、指導目標・支援内容の分析結果をレーダー 
チャートに表し、児童生徒の特徴を自立活動の６区分の視点からすぐに捉えることができる 
ようにしたため、児童生徒の学習支援に有効に活用できた。 

  ○ 当初、「実態把握表と指導目標・支援内容表」は、特別支援学校での活用を目指していた。  
     しかし、今後の特別支援教育の充実に向けて、小・中学校等用の実態把握表と指導目標表」 

と別冊として、写真やイラスト等で具体的な支援内容を記載しパンフレットの作成に着手し、 
初めて特別支援教育に携わる方々でも活用できるものにすることを目指すことにした。 

２ 課題  
○ 「実態把握表と指導目標・支援内容表」では、「およその必要な発達の段階の力」の欄を 
設定し、自閉症のある児童生徒の学習支援に「発達の段階」を関連付けていけるように、研 
究を進めてきた。しかし、「発達の段階」を記載するには、さらに細かな分析が必要であり、 
今後、指導目標に応じた「発達の段階」の記載をすることが課題である。 
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